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あゆみ保育園 

 

１．総括 

 子どもたちの自主性を尊重し保育園での生活を通して生活技術の獲得、自立を目指すと共に、

仲間や大人と遊ぶ面白さ･感動を共有し、互いに育ちあう人間関係を大切にして保育を行ってき

ました。今年度は、保育のあり方を改めて見つめ直す機会を設け、当たり前に行っていることで

も問い直し疑問を持つことで、日々の保育はもちろん、集会や行事のあり方についても再考して

きました。子どもたちが自分らしく、のびのびと、普段通りの姿で過ごせるよう、多彩な工夫を

重ねることで、改めて“子どもを真ん中に据えた保育”に向けた取り組みを行うことができまし

た。今後も既存の形式にとらわれず、子どもたちが様々な活動を楽しめるように努め、子どもた

ちを中心に考えた笑顔あふれる保育園を目指してまいります。 

 

表１．成果と反省(課題) 

実施項目 実施内容と成果 反省と今後の課題 

保育全般 

子どもたち一人ひとりの主体性を大切に

し、豊かな感性としなやかな心を育てる

ことを目指して保育した。 

子どもたち一人ひとりの気持

ちを汲み取れるような関係性

を築いていく。 

園児･職員の 

健康管理 

園児健診(2回)、歯科検診(1回) 

園児保健指導、毎日の検温を実施 

職員健診、検便の実施 

看護師を主導として、健康管

理と感染防止対策を行ってい

く。 

保護者との連携 

積極的にコドモンの配信機能を活用しこ

まめに連絡を取るようにした。連絡帳の

配信、保育参加と個別面談の実施。 

保育参加と個別面談を希望性

としたが、必要があれば園側

から面談等の場を設定する。 

職員間の連携 

職員会議、3歳以上児･未満児会議、リー

ダー会議、献立会議、安全会議、朝礼、

園の自己評価、せんせいトークの活用 

全職員で園の自己評価を行

い、職員会議で改善策につい

て話し合う場を設ける。 

職員の資質向上 

救命救急対応研修への全職員参加 

川越市私立保育園協会研修への参加 

他園見学会への参加 

自身の保育を見直す機会を設

けることで、課題に気づき主

体的に解決する意欲を育む。 

 

２．利用者(園児)推移 

 表２．利用者(園児)実績      (単位：人) 

 

区分 

 園児数 

0 歳

児 

1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 登園延 

べ人数 

利用率

(％) 

入園数 退園数 

定員 9 12 12 17 20 20 90     

４月 5 12 18 20 19 18 92 1741 92.1％ 15 0 

５月 4 14 19 20 19 18 94 1641 91.1％ 3 1 

６月 6 15 19 20 20 18 98 1777 94.0％ 4 0 

７月 9 15 19 20 20 17 100 1852 93.5％ 4 2 

８月 9 15 18 20 19 17 98 1400 77.7％ 0 2 

９月 9 15 20 20 19 17 100 1768 98.2％ 2 0 

10 月 9 15 20 20 19 17 100 1834 92.6％ 0 0 

11 月 9 15 20 19 19 17 99 1508 93.0％ 0 1 

12 月 8 15 20 19 19 17 98 1733 96.2％ 1 2 

１月 9 15 20 20 19 17 100 1660 97.0％ 2 0 

２月 8 15 19 20 19 16 97 1460 90.1％ 0 3 

３月 8 15 19 20 19 16 97 1767 93.4％ 0 0 

平均 7.7 14.6 19.2 19.8 19.1 17.0 97.7 1678.4 92.4％ 合計 31 合計 11 
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３．年間行事 

日本の伝統的な文化の紹介や、さまざまな行事の意味をできるだけ伝えていけるように集会を

開催し、行事に関わる紙芝居や絵本の読み聞かせを行いました。誕生会は、対象児童の誕生日に

クラスごとで開催し、思い出に残るような活動を行いました。また、年中・年長組では野菜の栽

培を通して、季節に応じた食育体験に取り組みました。 

きらきらスポーツフェスタでは、行事の意味や目標を改めて確認し、既存の形式にとらわれる

ことなく、園児の気持ちやクラスの雰囲気に合わせた取り組みを行いました。当日は降雨により

プログラムを変更しての開催となりましたが、親子競技を取り入れるなどして、ふれあいを楽し

むことができました。発表会は、これまで土曜日にクラスをまとめて行っていましたが、今年度

は平日にクラスごとに開催したことで、子どもたちが普段通りのびのびと表現する姿を保護者の

方にご覧いただけるようになりました。 

各行事で少しずつ新たな工夫を取り入れ、園児も職員も新鮮な気持ちで取り組めるよう努めて

います。今後も、できる限りの工夫を模索しながら、子どもたちが無理なく、より楽しめる行事

づくりを目指し、改善を続けてまいります。 
 

表３．年間行事 

※身体測定、避難訓練は毎月実施。 

実施月 行事内容 備考(成果･課題等) 

令和７年 

４月 

入園･進級のつどい(1日) 

0･5･4歳児懇談会(1･22･23日) 

入園式は新入園児に対し保護者 2

名のみの参加とした。 

５月 

こいのぼり集会(2 日) 3･2･1 歳児懇談会

(13･14･15日) 内科健診(26日) 水・どろ

んこ遊び 

懇談会を実施し、保護者と今年度

の目標の確認などを行った。水・

どろんこ遊びを楽しんだ。 

６月 
プール開き・歯科健診(2 日) あゆみ祭り

(19･20 日) プール遊び  

あゆみ祭りはクラスを分け子ども

たちだけで楽しんだ。 

７月 
プール遊び たなばた集会(7 日) 運動遊

び体験会(19日) 

運動遊び体験会では親子のふれあ

い遊びを楽しんだ。 

８月 プール遊び お楽しみ会(28日) 
お楽しみ会は園内でレクリエーシ

ョンを楽しんだ。 

９月 
引き渡し訓練(12日) 

プール閉め(30日) 

プール遊びができるよう、プール

の位置を移動する等工夫した。 

１０月 
きらきらスポーツフェスタ(以上児 25 日、

2歳児 31日) 内科健診(27日) 

きらきらスポーツフェスタは 2歳

児からの参加とした。 

１１月 
芋ほり(4日) 消防立会避難訓練(18日) 

歯科健診(17 日) 遠足 焼き芋会(27日) 

各クラスでの遠足や散歩を行っ

た。芋ほりと焼き芋会では全クラ

スで収穫と調理を楽しんだ。 

１２月 

5歳児発表会・懇談会(19日) 表現遊び（22

日） もちつき会（23 日） クリスマス会

(24日) 

外部講師を招いて全クラスで表現

遊びを楽しんだ。もちつき会では

年長児が鏡餅を作成した。 

令和８年 

１月 
正月集会(14日) 

正月集会では昔ながらの伝統的な

遊びを楽しんだ。 

２月 
豆まき集会(3日) 3･4歳児発表会・懇談会

(10･13 日) 

豆まき集会では子どもに恐怖を与

えないように鬼退治を楽しんだ。 

３月 

ひな祭り集会(3日) 卒園遠足(6日) 

お別れ会(13日) 卒園式(14日)  

未満児懇談会･発表会(17･18･19日) 

0～2歳児の発表会を懇談会前に実

施した。卒園遠足は、航空公園へ

行った。 


